食違い軸歯車の歯形理論の拡張 by 大竹 與志知


























触線角，すべり率，相対曲率）に関する新しい概念の理論である． ここでは， 歯面 3要素を座標軸と
する歯面性質空間を介することにより，これまで解明には至っていない設計基準点における歯面性
質の全体像を明らかにした歯面性質空間は歯面性質の全体像を視覚的，直感的に与える．目標と
する歯面性質やこれを実現する最適な歯面要素は，この全体像によりはじめてマクロ的に捉えるこ
とが可能となる．すなわち，この全体像により，目標とする歯面性質の設定やこれを実現する最適
な歯面要素の選定が可能となるまた，歯面性質空間の応用の方向性と可能性について広範囲に亘
って示した 例えば，摩耗や潤滑性に関する新しい高性能化法の提案であり，既存の基準圧力角を
包括し一般性を有する新しい基準圧力角の提案である．
第 9章 結言では，本論文の結果を詳細に示し目的を達成したことを示した．これは，食違い軸
歯車の工学的， 工業的発展のために広く貢献する．
